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テ生ズ， :2年前聾ノ暖レシ事アリ n l'J;:ij'-ノ秋強キ脱毛テ＊セリ。 fil清ノ互氏反感ハ弧鴎｜’｜
ナリ。




域主E毛主要庫r~、強シ．サレドモ疹痛ナシ。 （以上：交付＝瞥 tH~JJ,1·N, ：大チ患者テ Lベット lI J: 
ニ寝カ シ， ド腿ノ j鰯J時テ解 キlょリ患部テ現ス。）
数段（患者ノイi下腿ノ忠部テ見乍ラ）「親7 ストイnJカアリ rλ カ………1
感生L-P腿中央約 1/3 ノ純［：＇，＇－1 ニ刃：リ， J~ ノ nHn1i ヨリ側而後耐ニ多数ノ 1i'i均がアリマス。寸
教授 i_/r.係，法務ガ・ァリマ ス。tM1Eli¥t；ニ云へハ，肉芽組織デ補ハレタ外皮ノ猷損部がア
リ7 ス。形及ピ人ーサハ－… 「
~~生 L一大サハ色々 ナ，小指頭大カ ラ Ji＿拾銭銀貨大i-1. ！－. ニ迷ス Jレモ ／起 γ リ γ スカ， Jf~ ハ
時々同様デ，腎臓形，或ノ、’1ミ月形テ呈シテ居．リマス0.,
教授Lソウテ ス，j貴蕩ノ表而ハ...・ H ・－1
製生 d貴蕩ハ表在性デアリ？シテ，貧血性ノ肉芽組織デ蔽レテ居札所々ニ次白色叉ハ
{'H苔ガ付イテ府リ 7 スo'
教授し特ニj責務ノ j珪縁ニ付 4 テ 日立ツ ·J~ ハ…・・…・1
事生 L境界ハ明瞭デアリ 7 シ-J• 'I卜ニ向ツア凸形テナシテ居ル部分デハ縁方、堤防・1たニ声i
il 日本外科賓曲第九谷第一放
7 ツア居・リ ？スガ，凹形テナシテ居Jレ部分ニハ斯tin吉i＂＂＂リガナク. zp:滑デ光津7:.fjスJレ
白色ノ居テ認メマス。高7 ツテ居Jレ部分ニハ此ノ居テ認メマセン。寸
数授「ソウデス。之ハ一睡何テ意味ス Jレデセワヵ・ H ・H ・－寸
















教授L痛ノ少－！ -·1~及ピ IH血ノ少イ事テアリ マ ス。謹縁部 J ‘・…・・…「
t?.J生し淋坑（Unterminieren）シア居 リγ セン。寸
教授しソウテス。淋坑いけウ云フギテスカ・……・・1
r11.11- .................. • r・ I I_ 
数段し消息子’ガ上皮ノスターl、ニ入レハ之レテ外カラ湾統ス Jレギカ·Hu~ －.·ス 。 主量級カ“新松
ナ欣テ呈ス Jし時ハ之7mtJc (Unterminieren) シテ居JレトL；ヒマス。消息子ガ皮鴎全居IWチ
民皮居ノ下ニ入レハ之テ上カラ透視スル’－·］~ハ山＊ ＂ セン。此ノ時ニハ潜坑シア居Jレトハ云





夜スル多数ノ消滅 トカ”ア リγ ス。
鳥潟．皮膚護談腰
潰蕩テ個々ニ見マスー．形ハ』｜各々同様腎臓形乃豆半月形デ，一方ニ治癒シ乍ラ，他方ニ



































次第ニ友下腿上部ガ腫レテ来 7 シタ。昭和4年1月運動（バスクツ ト示、－Jレ）テシタ後念ニ腫
レガ槍シテ＊＂＇シタ。
震病以来熱感，悪寒等テラ~シタ ：：1~ ハアリ？セン。






テ 111~ シ 7 スト著明ナF堅持（Dピlie）テ珪ン？ス。
昭和4~手2月6日手術膨隆部ノ縦便ニ沿ヒ皮膚切開テ加へ 7 スト皮下ニ服務ガ、アリ， 骨
l侠骨質モ日サレテ居リ， 向IJ！~骨内ニ約期卵大ノ！限童話ガアリ？シ 令。何ツテ此ノ部ノ．整除




f1(}';( L御＃：~：；キノ）ill リ テア リ ？ シ テ 之ノ、結核i'I同・髄炎Jf-術後ニH＇，来タ結伝性 Jit蕩 デ
アリ ？λ。惰I羽脊テ比較シマスト． ドンナベJ異ガアリ？ スカ……・・・ j
事生dtt場ノ闘リニ炎症性ノ「じ：j.－ リテJ，官、メ 7 セン，向治癒傾向子モ認メ 7 セン，鵬i秒シ
γ スー，局所ノ温度ノ上昇， 11\~ fl前．等ナク，硬結モアリマセンO I 
教J安L消息子デノ、．．…・…寸
ス
早生し燭Jレト疹痛が強ク．万五易ニ出血シ？ス。縁ハ淋坑シテ居リ？ ス0 1 
手土反 ，＿Nflic前｝分泌i伐J、f(i';¥
。
護諜腫ハ組織率的ニハ淋巴球， Lプラス コ・1細胞， 結締織成）防：tl胞等J~ヰ，＇ :t- 細胞浸潤カア
リ ？ス。之’オノ浸潤ハ~ クハ血管ノ闘リニ弧ク，向付i緩ト同股上皮椋細胞及ピE態棚胞テ
必メ Jレ ~1·~ ガアリ マ スガ， $ii緩ヨリモ共ノ数少ク叉血竹ニ冨 ン デ l,r；リ ＇ 7，。

























































感生」鼠唆症（Rallenbisskrankheit), LワfJレ1 氏病｛Weil'scheKrankheitp敬授 1_/r_様。
此ノ他ユハ H ・H ・－・1
感生L癒｛Lepra),
数授Ll叶：I:，綿テLスヒ・ロへー タ－， {Spirochaeta）ニヨ Jレモノハ陽性ニ現レJレ。賞扶的恩
(Diphthcric）モソウデアル。 グアルカラ＿＇！＿氏反鹿ハ先ツ以テ臨床上ノfr,月見デ診断テ下シタ
上デソノ参考ニ供スル位ノコトハヨ 4ガ，臨床上ノi冷禦ア隊ニセズニ初カラ之ニ頼ツテハ
4ク？セ ン。サア此ノ患者ノ顔面エ附テ何カ気ノック事ハアリ？セヌヵ・H ・H ・・＇
畢生L・H ・H・・・・・・…・・1
数段Lm~琉結膜及ピ眼験ノ j司間ノ皮膚ニ一種ノ ：光搾ノアJレ事テー ァリ ？ ス。此ノ所見ハ第2
期徽毒ニ見受クラレJレモノデアリ？スガ，此ノ患者ニ於テハ今日向ソクデアリ？ス。
一般ニ下腿潰第ハ如何ナ Jレ揚合ニ護生シ 7 スカ… H ・.., 









リ7 ス。併シ此等ノ原因テハ下腿潰蕩テ超サズ末梢ノ壊筑テ起スモノデアリ 7 ス。
他ニ下腿潰蕩ノ起Jレ揚合ノ、...・H ・－1











Nckrose-·Abs~o蹴n→Gcschwiir）。化埋葬的，物理的損傷トシテノ、，例へパ強 Hi愛， Lアルカリ 1
X線， Lラデクムーl熱，寒冷等ニヨノレ損傷デ，ァリマス。





























ラト云ツ ア根本；的ニ治癒スJレモ ノトハ限リ 7 セン＂.，（終）
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